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▲４月９日　こごせ幼稚園の入園式
４月６日、小・中学校で入学式が行われました。新１年生たちは、これから始まる

学校生活に胸をふくらませていました。また、９日には幼稚園で入園式が行われました。
今年の入学（園）者数は、次のとおりです。
●赤阪小学校　　29人　　●千早小学校　　　７人
●小吹台小学校　19人　　●千早赤阪中学校　49人
●こごせ幼稚園　29人（３歳児） ２人（４歳児） ２人（５歳児）

はじめての幼稚園

主
　
な
　
内
　
容
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私
は
今
後
の
千
早
赤
阪
村
の
発
展

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

安
部
総
理
は
、「
美
し
い
国
、
日

本
」
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
故
郷
、
千
早
赤

阪
村
も
、
本
当
に
「
美
し
く
」、
誇

り
高
き
村
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
祖

先
が
大
事
に
守
り
続
け
て
く
れ
た
こ

の
地
域
を
、
今
よ
り
少
し
ず
つ
で
も

い
い
か
ら
輝
き
を
増
し
続
け
、
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
務
め

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
大
阪
と
い
う
大
都
市
圏
に

位
置
す
る
村
と
し
て
、
今
後
も
充
実

し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
に
は
、
今
の
村
の
財

政
で
は
限
界
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
単

独
行
政
の
限
界
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
、
地

方
が
担
い
責
任
を
持
つ
」
と
い
う
分

権
改
革
が
確
実
に
、
ま
た
急
速
に
進

め
ら
れ
る
中
、
千
早
赤
阪
村
は
生
き

残
る
道
を
懸
命
に
模
索
し
て
い
ま
す
。

千
早
赤
阪
村
に
は
誇
れ
る
地
域
資

源
（
人
・
自
然
・
歴
史
）
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。

¡
古
く
か
ら
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
醸
成
さ
れ
て
お
り
、

人
々
の
温
か
い
心
が
継
承

¡
金
剛
山
系
の
豊
か
な
自
然
（
水
・

木
・
花
）、
棚
田
の
風
景
（
日
本

棚
田
百
選
）
な
ど

¡
楠
木
正
成
ゆ
か
り
の
歴
史
文
化

（
史
跡
群
な
ど
）

こ
れ
ら
は
、我
々
の
誇
り
で
あ
り
、

こ
う
し
た
財
産
を
行
政
、
住
民
が
一

体
と
な
っ
て
知
恵
と
創
意
工
夫
を
も

っ
て
融
合
さ
せ
、次
世
代
へ
継
承
し
、

地
域
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
も
こ
の
財
産
に
は
、
す
ば

ら
し
い
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
の
で

す
か
ら
。

私
は
、
村
と
い
う
垣
根
を
取
り
払

い
、
ひ
と
回
り
大
き
な
視
点
に
立
っ

て
見
直
せ
ば
、
そ
れ
は
「
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
の
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
プ
ラ
ス
思
考
で
、
千
早
赤
阪
の

住
民
の
幸
せ
、
元
気
、
安
心
の
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
早
赤
阪
村
の

明
日
を
考
え
る
――

地 区 名 開 催 日 時　間 会　場

川野辺地区 ４月19日（木）※ 川野辺老人憩いの家

桐 山 地 区 ４月20日（金）※ 桐山老人憩いの家

二河原辺地区 ４月23日（月）※ 二河原辺集会所

森 屋 地 区 ４月24日（火）※ 赤阪小学校体育館

水 分 地 区 ４月25日（水）※ 午後７時30分受付 水分老人憩いの家

小吹台・小吹台北地区 ４月26日（木）※ 午後８時00分開始 小吹台小学校体育館

吉 年 地 区 ４月27日（金）※ （２時間程度） 吉年老人憩いの家

小 吹 地 区 ５月７日（月） 小吹老人憩いの家

中津原地区 ５月８日（火） 中津原老人憩いの家

下東阪地区 ５月９日（水） 下東阪老人憩いの家

上東阪地区 ５月10日（木） 上東阪老人憩いの家

千 早 地 区 ５月11日（金） 千早老人憩いの家

４月28日（土）※ 午後７時00分受付 くすのきホール

全　　村 ５月12日（土） 午後７時30分開始 千早小学校体育館

５月13日（日） （２時間程度） 小吹台小学校体育館

地区別住民説明会の日程および会場

・表中の開催日欄「※」のある地区は住民説明会を終了しています。
・村長をはじめ関係職員が説明に伺います。
〈問い合わせ〉秘書政策課

広
報
４
月
号
で
は
、「
今
後
の
村

の
あ
り
方
調
査
・
研
究
報
告
書（
案
）」

に
つ
い
て
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。

報
告
書
（
案
）
で
は
、
現
在
、
村

は
様
々
な
局
面
で
岐
路
に
立
た
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で

今
後
、
村
が
進
む
べ
き
道
を
決
断
し

た
い
と
ま
と
め
て
お
り
、い
わ
ゆ
る
、

「
単
独
行
政
」
か
「
市
町
村
合
併
」
か
、

い
ず
れ
か
の
道
を
決
断
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
村
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

３
月
議
会
で
も
報
告
を
し
ま
し
た
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
、
一
人
ひ
と
り
に
と

っ
て
も
重
要
な
問
題
で
す
。

そ
こ
で
、
現
在
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
村
の
現
状
な
ど
を
ご
理
解
し
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
、
地
区
別
住
民

説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
区
別
住
民
説
明
会
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
地
区
長
さ
ん
や
自
治

会
長
さ
ん
を
通
じ
て
開
催
案
内
を

全
戸
配
布
し
て
お
り
、
す
で
に
一

部
の
地
域
に
お
い
て
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
全
村
を
対
象
と
し
た
住

民
説
明
会
も
開
催
し
ま
す
の
で
ご

近
所
、
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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議
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よ
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－ 編集 － 

議 会 広 報 
編集委員会 

第
80
号

案
　
　
　
　
件

議
決
結
果

３
月
定
例
会
議
決
結
果
一
覧

〇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
土
地
開
発
基
金
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
手
数
料
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
社
会
体
育
施
設
設
置
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
老
人
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
支
給
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
営
宿
泊
施
設
香
楠
荘
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

〇
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
回
）
に
つ
い
て

〇
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

回
）
に
つ
い
て

〇
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

に
つ
い
て

〇
平
成
18
年
度
千
早
赤
阪
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

に
つ
い
て

〇
平
成
19
年
度
千
早
赤
阪
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
平
成
19
年
度
千
早
赤
阪
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
平
成
19
年
度
千
早
赤
阪
村
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
平
成
19
年
度
千
早
赤
阪
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
平
成
19
年
度
千
早
赤
阪
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
平
成
19
年
度
千
早
赤
阪
村
金
剛
山
観
光
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
平
成
19
年
度
千
早
赤
阪
村
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
議
会
会
議
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

〇
千
早
赤
阪
村
議
会
委
員
会
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

〇
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

〇
２
０
０
８
年
関
西
サ
ミ
ッ
ト
の
実
現
な
ら
び
に
大
阪
で
の
首
脳
会
合
開

催
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て
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3月定例会のあらまし

平成19年３月の千早赤阪村議会定例会（第１回）は３月７日に開会し、条例改
正、補正予算、平成19年度当初予算案件などが提案され、それぞれ慎重に審議し
討論を経て原案どおり可決しました。

また、議員からは議会制度の充実を図るため議会会議規則、委員会条例の改正や

意見書・決議が提案され、それぞれ全会一致で可決し20日の一般質問をもって閉
会しました。

全
員
協
議
会
が
２
月
26
日
及
び
３

月
14
日
に
開
催
さ
れ
、
行
政
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
の
案
件
に
つ
い
て
説
明
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

①
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
香
楠
荘

の
件

指
定
管
理
者
と
し
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
及
び
香
楠
荘
の
管
理
運
営
を
行
う

に
あ
た
り
協
定
を
締
結
し
た
い
。

協
定
の
期
間
は
平
成
19
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
。

②
直
営
診
療
所
の
件

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
検
討

し
た
い
。

③
社
会
体
育
施
設
使
用
料
の
件

使
用
料
を
改
定
し
た
い
。

④
村
消
防
団
の
組
織
再
編
の
件

千
早
赤
阪
村
の
消
防
団
組
織
を
現

行
の
12
分
団
（
97
人
）
か
ら
７
分
団

（
81
人
）
に
し
た
い
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

の
件

広
域
連
合
議
会
の
議
員
候
補
推
薦

２
月
26
日
開
催

３
月
14
日
開
催

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

②
今
後
の
村
の
あ
り
方
調
査
・
研
究

報
告
（
案
）
の
件

市
町
村
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情

勢
や
本
村
の
現
状
に
つ
い
て
、
少
子

高
齢
化
の
状
況
を
踏
ま
え
、
財
政
状

況
の
説
明
が
あ
っ
た
。

③
総
合
計
画
実
施
計
画
の
件

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
の
第
３
次
千
早
赤
阪
村
総
合
計
画

実
施
計
画
を
策
定
し
た
。

④
千
早
赤
阪
村
元
気
プ
ラ
ン
の
件

平
成
17
年
度
の
取
り
組
み
実
績
と

平
成
18
年
度
の
実
施
状
況
・
見
込
み

に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
取
り
ま
と
め

報
告
が
あ
っ
た
。

⑤
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
香
楠
荘

の
件

金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
業
績
は

対
前
年
度
比
９．

２
％
の
減
、
香
楠

荘
の
業
績
は
同
５．

３
％
の
減
。

⑥
介
護
保
険
事
業
の
件

平
成
18
年
度
の
介
護
給
付
費
の
状

況
は
ほ
ぼ
計
画
通
り
に
推
移
し
て
い

る
。以

上
、
各
案
件
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
の
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書
・
決
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

〇
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

〇
２
０
０
８
年
関
西
サ
ミ
ッ
ト
の
実
現
な
ら
び
に
大
阪
で
の
首
脳
会

合
開
催
を
求
め
る
決
議

全
員
協
議
会
報
告

意見書・決議
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試
行
期
間
の
効
果
や
問
題
と
し
て

１．

小
中
別
で
は
な
く
、
地
域
全
体

の
子
ど
も
と
し
て
見
て
い
る
。

２．

子
ど
も
同
士
も
互
い
に
理
解

し
、
自
分
の
表
現
力
を
育
て
て

い
る
。

３．

９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
課
程

や
生
徒
指
導
等
、
も
う
少
し
研

究
が
必
要
。

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

の
児
童
が
転
入
す
る
な
ど
早
く
も
効

果
が
出
て
い
ま
す
。

市
内
の
小
学
校
で
初
め
て
英
語
指

導
助
手
を
常
駐
さ
せ
、
児
童
は
英
会

話
を
中
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

一
貫
教
育
に
な
れ
ば
、
他
の
教
科

で
も
学
年
を
前
倒
し
し
た
学
習
が
可

能
と
な
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
多
く
の
転
入
生
が
入
っ
た

こ
と
で
授
業
中
、
積
極
的
に
発
言
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
阪
府
柏
原
市
の
堅か
た

上か
み

小
中
学
校

に
於
け
る
「
小
中
一
貫
教
育
の
内
容

と
現
場
教
育
」
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。両

校
は
少
子
化
や
核
家
族
化
で
児

童
、生
徒
数
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

で
活
性
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
４
月
よ
り
堅
上
小
学
校
の
授

業
に
英
語
を
導
入
し
、
通
学
区
域
を

市
内
全
域
に
広
げ
た
と
こ
ろ
、
多
く

研
　
修
　

研
　
修
　
レ
　
ポ
　
ポ
　
ー
　
ト 

研
　
修
　

研
　
修
　
レ
　
ポ
　
ポ
　
ー
　
ト 

研
　
修
　
レ
　
ポ
　
ー
　
ト 

宮
崎
県
北
川
町
　
延
岡
市
と
の
合
併
の
経
緯

―
―
―
―
―
公
明
党
・
無
会
派
（
４
名
）

小
中
一
貫
教
育
と
は
　
　
―
―
―
―
―
―
―
新
政
会
（
２
名
）

北
川
町
は
人
口
４
５
０
０
人
の
山

間
地
の
町
で
あ
る
。
生
活
圏
と
し
て

延
岡
市
と
の
繋
が
り
は
深
い
。

同
町
は
平
成
16
年
に
延
岡
市
と
隣

接
２
町
の
合
併
協
議
に
参
加
し
て
い

た
が
、
当
時
の
町
長
が
自
立
派
で
あ

っ
た
た
め
に
そ
の
協
議
か
ら
離
脱
し

た
。議

員
の
一
部
と
住
民
か
ら
「
合
併

の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例
」
が

提
案
さ
れ
た
が
、
議
会
が
否
決
し
た

た
め
に
、
住
民
か
ら
リ
コ
ー
ル
運
動

が
起
こ
り
町
長
は
辞
職
し
た
。

町
長
選
挙
の
結
果
、
合
併
推
進
派

の
町
長
が
誕
生
し
、
延
岡
市
に
協
議

再
開
の
申
し
入
れ
を
行
な
っ
た
。
議

会
も
全
会
一
致
で
合
併
推
進
の
決
議

を
可
決
し
た
。
住
民
の
団
体
「
自
治

公
民
館
協
議
会
」
等
が
「
合
併
推
進

の
決
議
」
を
採
択
す
る
な
ど
住
民
の

間
に
も
合
併
を
望
む
気
運
が
盛
り
上

が
っ
た
。

平
成
18
年
９
月
か
ら
合
併
協
議
が

再
開
さ
れ
、
11
月
に
合
併
協
定
の
調

印
が
行
な
わ
れ
た
。

北
川
町
の
合
併
を
決
定
づ
け
た
の

は
町
長
選
挙
を
契
機
と
し
た
住
民
の

声
で
あ
っ
た
。

村
が
今
後
、
合
併
を
検
討
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
住
民
の
意
向
を
尊
重
し

た
「
自
主
的
な
合
併
」
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

議
会
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

議
会
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

議
会
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

議
会
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

議
会
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
、
平
成
18
年
６
月
７
日
に
公

布
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、
第
28
次
地
方
制

度
調
査
会
の
「
地
方
の
自
主
性
・
自

律
性
の
拡
大
及
び
地
方
議
会
の
あ
り

方
に
関
す
る
答
申
」
を
受
け
て
な
さ

れ
た
も
の
で
、
法
制
化
を
図
る
必
要

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

改
正
事
項
の
う
ち
「
議
会
の
制
度

の
充
実
に
関
す
る
事
項
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

１．

専
門
的
知
見
の
活
用

こ
れ
ま
で
も
、
地
方
自
治
法
第
１

０
０
条
で
、
議
会
の
審
議
に
専
門
的

な
知
見
を
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合

は
、
公
聴
会
・
参
考
人
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
制
度
は
調
査
研
究

を
踏
ま
え
た
意
見
の
報
告
を
求
め
た

場
合
、
必
ず
し
も
適
切
に
対
応
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
改
正
で
、
議
会
に
お
け
る

議
案
の
審
査
及
び
当
該
団
体
の
事
務

の
調
査
に
関
し
、
専
門
的
知
見
が
必

要
な
場
合
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、

学
識
経
験
者
等
に
専
門
的
事
項
に
か

か
る
調
査
を
さ
せ
、
報
告
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
法
律
上
明
確

に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

２．

議
会
の
招
集

現
行
の
制
度
で
は
、
普
通
地
方
公

共
団
体
の
長
の
み
が
議
会
を
招
集
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

議
員
が
議
会
を
招
集
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
議
員
定
数
の
１
／
４
の

者
か
ら
の
請
求
が
必
要
で
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、
議
長
が
議
会

運
営
委
員
会
の
議
決
を
経
て
村
長
に

対
し
て
臨
時
会
の
招
集
を
求
め
る
権

限
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

３．

委
員
会
制
度
の
充
実

現
在
、
村
に
は
総
務
民
生
常
任
委

員
会
と
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
二

つ
の
委
員
会
が
あ
り
ま
す
が
、
現
行

の
制
度
で
は
議
員
は
複
数
の
委
員
会

に
所
属
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

今
回
の
法
改
正
で
こ
の
制
限
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も

¡
閉
会
中
に
お
け
る
議
長
に
よ
る
常

任
委
員
等
の
選
任

¡
常
任
委
員
会
の
議
案
の
提
出
権

¡
村
長
及
び
委
員
長
等
の
議
場
へ
の

出
席
義
務

¡
電
磁
的
記
録
に
よ
る
会
議
録
の
作

成
が
可
能

¡
村
長
の
専
決
処
分
の
厳
格
化

な
ど
の
法
改
正
が
あ
り
、
３
月
定
例

議
会
に
お
い
て
、
議
会
会
議
規
則
、

委
員
会
条
例
の
関
係
す
る
所
要
の
規

定
改
正
を
行
い
ま
し
た
。



平
成
９
年
以
来
、
村
は
財
政
健

全
化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

し
か
し
人
口
減
少
、
少
子
化
・
高
齢

化
に
よ
り
税
収
・
地
方
交
付
税
等
が

減
少
し
、基
金
の
取
り
崩
し
が
進
み
、

村
の
体
力
は
更
に
低
下
し
た
。

村
長
は
今
後
の
村
の
あ
り
方
に
つ

い
て
「
調
査
・
報
告
書
（
案
）
を
ま

と
め
、『
単
独
行
政
』
か
『
合
併
』

か
、
議
会
と
と
も
に
検
討
・
協
議
し

決
断
し
た
い
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

決
断
に
向
け
て
、
議
会
と
と
も
に

検
討
・
協
議
す
る
に
あ
た
り
、ま
ず
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
取
り
組
み
が
な

ぜ
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
原
因
の

検
証
を
し
て
、
議
会
・
住
民
に
対
し

て
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
、

円
滑
な
協
議
は
進
め
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
。

村
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

は
、
財
政
面
で
は
一
定
の
成
果
は
あ

っ
た
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な

ど
「
規
模
」
の
縮
小
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

村
の
倒
産
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
の
財
政
状
況

か
ら
、
今
後
と
も
村
が
生
き
残
る
こ

と
は
、
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

合
併
問
題
は
村
全
体
の
重
要
な
問

題
で
あ
り
、
議
会
と
は
信
頼
関
係
に

た
っ
て
説
明
し
、
充
分
協
議
の
う
え

決
断
す
る
の
が
筋
道
で
あ
る
。

私
は
真
摯
に
そ
の
責
務
を
全
う
す

る
所
存
で
あ
る
の
で
、
議
会
も
、
と

も
に
考
え
尽
力
を
賜
り
た
い
。

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

は
、
村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
も

有
効
な
活
用
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。現

在
、
同
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

に
つ
い
て
鋭
意
、
検
討
し
て
い
る
。

提
案
公
募
の
実
施
も
含
め
、
早
期
に

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

「
今
後
の
村
の
あ
り
方
調
査
・

報
告
書
（
案
）」
で
は
、
本
村
は
財

政
的
に
も
非
常
に
厳
し
い
現
実
に
直

面
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
責

任
あ
る
選
択
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
単
独
行
政
、
市
町
村
合
併
を
選

択
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

住
民
の
利
益
を
最
優
先
に
考

え
、
本
村
が
と
る
べ
き
最
善
の
策
を

議
会
と
と
も
に
真
摯
に
議
論
し
、
決

断
し
て
い
く
。単
独
行
政
の
場
合
は
、

さ
ら
な
る
行
革
の
実
行
と
今
以
上
の

住
民
の
負
担
増
が
必
要
と
な
る
。
合

併
の
場
合
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
合
併
協
議
会

で
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

自
立
か
合
併
か
ど
ち
ら
を
選
択

す
る
の
か
。
い
つ
決
断
す
る
の
か
。

村
民
の
た
め
を
思
え
ば
、
合
併

は
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
る
。議
会
や
住
民
の
理
解
を
得
て
、

速
や
か
に
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

村
の
将
来
を
決
め
る
重
要
な

問
題
で
あ
る
の
で
、「
住
民
の
声
」
を

な
に
よ
り
も
最
優
先
に
考
え
、
悔
い

の
残
ら
な
い
判
断
を
す
べ
き
で
あ
る
。

5

清
井
議
員

今
後
の
村
の
あ
り
方
は

今
後
の
村
の
あ
り
方
は

単
独
行
政
か
合
併
か

決
断
に
向
け
て

単
独
行
政
か
合
併
か

決
断
に
向
け
て

井
上
議
員

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
の

有
効
活
用
は

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
の

有
効
活
用
は

いっぱん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  

３月議会では、９人の議員が一般質問を行いました。
内容（500字以内）は、質問した議員の責任で作成したものです。



村
広
報
３
月
号
の
折
り
込
み
と

各
新
聞
報
道
に
て
、
村
民
の
方
よ
り

問
い
合
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

１
　
地
元
自
治
会
に
は
バ
ス
方
転
地

の
売
却
は
い
つ
知
ら
せ
た
の
か
。

２
　
近
隣
住
民
に
は
ど
の
よ
う
な
形

で
売
却
説
明
を
行
な
っ
た
の
か
。

３
　
幼
稚
園
バ
ス
の
園
児
の
乗
降
と

中
学
校
生
徒
の
乗
降
に
つ
い
て
の
、

安
全
対
策
は
万
全
か
。

４
　
園
児
と
中
学
生
が
、
小
吹
台
の

メ
ー
ン
道
路
に
て
乗
降
す
れ
ば
、
相

当
混
雑
す
る
が
、
安
全
対
策
は
。

５
　
本
日
の
私
の
一
般
質
問
と
売
却

一
般
競
争
入
札
が
同
時
刻
に
行
な
わ

れ
て
い
る
が
、
入
札
結
果
が
分
か
れ

ば
こ
こ
で
発
表
出
来
な
い
か
。

只
今
、
入
札
を
行
な
っ
た
と
こ

ろ
結
果
は
不
調
に
終
り
、
成
立
し
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
当
分
の
間

幼
稚
園
児
の
乗
り
降
り
と
、
中
学
生

の
バ
ス
方
転
地
と
し
て
、
今
迄
ど
お

り
に
使
用
し
て
い
く
。

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
は
３
月

中
旬
迄
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

昨
年
11
月
に
契
約
を
締
結
し
、

１
月
末
に
は
現
場
で
の
作
業
が
す
べ

て
終
了
。
２
月
６
日
に
村
の
竣
工
検

査
を
行
い
、
工
事
が
予
定
通
り
で
き

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

長
期
間
に
わ
た
り
、
児
童
・
先
生

方
に
ご
不
便
を
か
け
た
が
、
今
後
は

安
心
し
て
音
楽
教
室
を
使
用
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

本
村
は
道
路
事
情
な
ど
の
理
由

で
、ご
み
収
集
車
の
通
行
が
で
き
ず
、

一
般
家
庭
ご
み
の
収
集
が
図
ら
れ
て

い
な
い
地
域
が
あ
る
。

遠
く
離
れ
た
収
集
場
所
ま
で
住
民

が
運
ん
で
い
る
の
が
現
状
だ
が
、
非

常
に
危
険
も
伴
っ
て
い
る
。

日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
一
般
家
庭
ご
み
の
収
集
に
つ

き
、
早
々
の
対
策
を
求
め
る
。

各
地
区
で
決
め
ら
れ
た
収
集
場

所
に
搬
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
不
便
を
か
け
て
い
る
事
も
認
識

し
て
い
る
。
現
在
２
ｔ
ま
た
は
４
ｔ

の
収
集
車
で
行
っ
て
い
る
。
道
路
事

情
を
考
え
た
場
合
、
い
ま
以
上
に
収

集
方
法
を
改
善
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、現
状
維
持
で
お
願
い
し
た
い
。

大
阪
市
内
で
は
軽
自
動
車
で
収

集
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
も
一
つ
の
方
法
で
は
な

い
か
。

効
率
や
費
用
の
問
題
も
あ
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
改
善
を
し

て
行
く
の
か
、
を
考
え
て
取
り
組
む

事
が
大
切
と
思
う
。

以
前
に
は
収
集
車
で
試
験
通
行

を
さ
せ
て
み
た
が
、
他
の
交
通
の
関

係
や
、
安
全
性
の
問
題
か
ら
で
き
な

か
っ
た
。
今
後
い
ろ
ん
な
ご
意
見
を

聞
き
な
が
ら
模
索
し
て
行
き
た
い
。

住
民
は
、
決
し
て
不
平
不
満

を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

日
常
生
活
の
利
便
性
、
安
全
性
の

た
め
に
も
、
是
非
と
も
強
力
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

広
報
誌
の
中
で
「
千
早
赤
阪
の

明
日
を
考
え
る
」
の
タ
イ
ト
ル
で
村

長
は
「
市
町
村
合
併
は
避
け
て
通
れ

な
い
課
題
」
と
さ
れ
、
村
の
将
来
を

考
え
、
住
民
の
意
向
も
尊
重
し
な
が

ら
決
断
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
合
併

に
つ
い
て
の
考
え
方
や
相
手
先
は
。

「
住
民
が
元
気
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
村
づ
く
り
」
と
い
う
住
民
生

活
の
視
点
か
ら
決
断
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
。
村
民
の
利
益
を
最
優
先
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
財
政
面
か
ら
判
断
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市
町
村
合
併
は

市
町
村
合
併
は

田
中
議
員

橋
爪
議
員

浅
野
議
員

村
有
地（
小
吹
台
中
学
校
バ
ス
方
転
地
）売
却

村
有
地（
小
吹
台
中
学
校
バ
ス
方
転
地
）売
却

「
一
般
家
庭
ご
み
」
収
集
の

改
善
を

「
一
般
家
庭
ご
み
」
収
集
の

改
善
を

小
吹
台
小
音
楽
教
室

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
の
経
過
は

小
吹
台
小
音
楽
教
室

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
の
経
過
は



す
れ
ば
合
併
も
有
効
な
手
段
で
あ

る
。
合
併
の
相
手
先
は
現
時
点
で
検

討
中
。前

回
、
富
田
林
市
と
の
合
併
が

破
綻
し
て
い
る
。
合
併
の
相
手
先
か

ら
合
併
を
否
定
さ
れ
た
場
合
は
。

合
併
と
な
れ
ば
前
回
の
合
併
協

議
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

相
手
先
と
き
っ
ち
り
話
を
し
て
い
く
。

住
民
を
不
安
に
陥
れ
る
の
で

は
な
く
、
正
確
な
情
報
を
公
開
し
説

明
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
合

併
に
つ
い
て
は
、
拙
速
な
考
え
で
は

な
く
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
住
民
の
意

向
を
十
分
に
把
握
す
る
こ
と
。

ち
は
や
あ
か
さ
か
元
気
だ
よ
り

創
刊
号
が
出
さ
れ
た
。
村
民
の
活
発

な
取
り
組
み
案
が
で
て
い
る
。
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

具
体
的
に
展
開
す
る
上
で
の
情

報
発
信
や
賛
同
者
の
募
集
な
ど
、
事

業
展
開
に
必
要
な
支
援
を
し
て
い

き
、
地
域
活
性
化
の
一
助
と
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

本
村
の
人
口
は
、
10
数
年
前
か

ら
、
年
々
減
少
を
続
け
て
お
り
、
今

や
総
人
口
が
６
５
０
０
人
に
近
づ
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。
新
し
い
住
宅
団
地

を
造
る
に
も
本
村
は
高
い
山
が
多

く
、
大
き
な
宅
地
開
発
業
者
も
、
手

を
だ
し
に
く
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

〝
千
早
赤
阪
村
に
住
ん
で
み
た
い
〞

た
く
さ
ん
の
人
々
が
そ
う
思
う
村
と

は
ど
ん
な
村
な
の
で
し
ょ
う
か
。

大
き
な
工
場
が
あ
っ
て
、
就
職
は

い
つ
で
も
で
き
て
、
街
の
よ
う
に
生

活
に
便
利
な
お
店
が
た
く
さ
ん
並
ん

で
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
望
ん
で
、

人
々
は
村
に
住
み
た
く
て
街
か
ら
村

に
こ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
小
学
校
、
中
学
校
の
一
貫

教
育
を
提
案
し
ま
す
。

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
進
学
す

る
段
階
に
於
い
て
、
教
育
課
程
に
連

続
性
を
も
た
せ
な
が
ら
、
児
童
・
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
大
切
に
し

た
教
育
を
進
め
る
事
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
９
年
間
の
義

務
教
育
課
程
に
於
け
る
目
標
達
成
と

い
う
観
点
か
ら
、
小
学
校
か
ら
中
学

校
へ
の
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
、
効
果

的
に
実
施
で
き
る
よ
う
連
携
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

s
入
学
式
の
様
子
（
赤
阪
小
学
校
）

ど
こ
か
の
市
と
合
併
す
る
に

し
て
も
、
こ
の
ま
ま
村
で
行
く
に
し

て
も〝
教
育
は
不
変
〞で
あ
り
ま
す
。

優
秀
な
人
材
を
育
て
る
教
育
、
自

主
独
立
の
気
が
ま
え
を
持
つ
人
材
を

育
て
る
教
育
を
教
育
長
の
手
腕
に
期

待
致
し
ま
す
。

下
赤
阪
の
棚
田
に
は
村
内
外
か

ら
、た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
い
る
。

ト
イ
レ
の
整
備
や
周
辺
河
川
の
ゴ
ミ

撤
去
な
ど
農
村
公
園
に
ふ
さ
わ
し
い

整
備
が
必
要
だ
。

国
史
跡
内
に
あ
り
、
ト
イ
レ
の

設
置
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

中
学
校
の
下
水
工
事
と
あ
わ

せ
、
史
跡
外
へ
の
設
置
、
直
売
所
の

ト
イ
レ
を
使
用
で
き
る
よ
う
協
議
し

て
ほ
し
い
。

都
道
府
県
別
中
学
校
給
食
実
施

率
は
９
県
で
１
０
０
％
、
18
道
県
で

90
％
実
施
し
て
お
り
、
全
国
平
均
は

75
・
１
％
だ
。
大
阪
は
９
・
２
％
と

全
国
最
低
だ
。
富
田
林
で
は
昨
年
よ

り
一
部
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る
。

村
は
平
成
５
年
か
ら
小
学
校
給
食

が
実
施
さ
れ
６
５
０
食
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
幼
稚
園
で
も
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
生
徒
数
が
減
少
し
19
年
度
は

幼
・
小
あ
わ
せ
て
３
６
４
人
だ
。
24

年
に
は
２
６
６
人
に
な
る
。
給
食
セ

ン
タ
ー
の
有
効
活
用
、子
育
て
支
援
、

少
子
化
対
策
と
し
て
、
早
期
に
中
学

校
給
食
実
施
に
向
け
た
調
査
・
準
備

を
求
め
る
。
村
の
農
産
物
を
最
大
限

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

施
設
の
増
設
・
受
け
入
れ
施
設

の
整
備
に
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、

実
施
は
考
え
て
い
な
い
。
村
農
産
物

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
農
振
連
絡
協

議
会
と
も
協
議
し
て
い
く
。

増
設
し
な
く
て
も
セ
ン
タ
ー

能
力
は
十
分
だ
。
食
育
基
本
法
に
基

づ
き
地
産
地
消
を
す
す
め
る
べ
き
だ
。
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元
気
プ
ロ
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ェ
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ト

委
員
会
の

提
案
活
用
は

元
気
プ
ロ
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ェ
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委
員
会
の

提
案
活
用
は

豊
田
議
員

今
こ
そ
子
ど
も
の
教
育
に
全
力
を
！

今
こ
そ
子
ど
も
の
教
育
に
全
力
を
！

関
口
議
員

下
赤
阪
の
棚
田
周
辺
の
整
備
を

下
赤
阪
の
棚
田
周
辺
の
整
備
を

大
阪
府
の
中
学
校
給
食
全
国
最
低
の
実
施
率

大
阪
府
の
中
学
校
給
食
全
国
最
低
の
実
施
率



河
南
赤
阪
バ
イ
パ
ス
が
供
用
を

開
始
し
て
２
年
が
経
過
し
、
交
通
量

も
増
え
た
。
村
道
と
の
交
差
２
カ
所

に
信
号
機
の
設
置
を
。

現
在
は
、
村
道
の
交
通
量
が
少

な
い
の
で
信
号
機
の
設
置
は
で
き
な

い
。
未
買
収
の
土
地
に
つ
い
て
は
、

２
期
工
事
の
完
了（
平
成
22
年
度
末
）

に
あ
わ
せ
て
、
収
用
法
を
適
用
す
る

予
定
だ
。
４
車
線
に
な
れ
ば
幅
員
は

21
ｍ
に
も
な
り
、
村
道
が
寸
断
さ
れ

る
。
４
年
後
に
は
設
置
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
早
期
に

設
置
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
後
、
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
不
法
投
棄
が
増

え
て
い
る
。実
情
と
今
後
の
対
策
は
。

こ
の
６
年
間
で
家
電
４
品
目
の

不
法
投
棄
は
１
０
１
台
と
な
っ
て
い

る
。
対
策
と
し
て
看
板
の
設
置
、
パ

ト
ロ
ー
ル
等
を
し
て
い
る
。
私
有
地

に
つ
い
て
は
、
柵
や
看
板
の
設
置
な

ど
、
自
衛
策
を
講
じ
る
よ
う
啓
発
し

て
い
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
中
学
校

下
ま
で
の
通
行
帯
の
設
置
計
画
が
あ

る
。
今
後
の
工
事
予
定
等
は
。

同
区
間
は
交
通
量
も
多
く
、
中

学
生
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
。

以
前
か
ら
府
に
要
望
し
て
い
た

が
、
19
年
度
で
測
量
設
計
、
20
年
度

よ
り
工
事
に
か
か
る
と
回
答
を
も
ら

っ
て
い
る
。側
溝
や
路
肩
を
改
修
し
、

山
側
に
カ
ラ
ー
舗
装
の
通
行
帯
を
設

け
る
検
討
を
し
て
い
る
。

07
年
度
予
算
は
、
新
型
交
付
税

の
影
響
を
ど
う
見
た
の
か
。

新
型
交
付
税
額
の
算
定
は
、
人

口
と
面
積
を
基
本
と
し
て
お
り
、
基

準
財
政
需
要
額
約
１
０
０
０
万
円
増

で
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
で
は
「
頑
張
る
地

方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
市
町
村

の
取
り
組
み
・
成
果
に
特
別
・
普
通

交
付
税
が
だ
さ
れ
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
村
で
は
不
利
と

考
え
ま
す
。
他
市
町
村
の
事
例
も
研

究
し
て
取
り
組
む
考
え
で
す
。

指
標
の
内
容
は
、
総
合
計
画

や
村
づ
く
り
の
課
題
ば
か
り
で
す
。

評
価
主
義
の
交
付
税
措
置
は
問
題

と
は
い
え
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
活
か
し
財
源
を
確
保
し

村
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
こ
そ
大
切
で
す
。

府
の
行
革
は
、
今
後
５
年
間
で

施
設
管
理
費
節
減
に
、
価
格
競
争
で

民
間
委
託
も
進
め
ま
す
。

千
早
園
地
は
み
ど
り
公
社
が
、

府
営
駐
車
場
は
村
が
指
定
管
理
者

で
、
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

公
社
と
村
が
運
営
委
託
契
約
で
管
理

し
て
い
ま
す
。
現
状
の
見
直
し
は
聞

い
て
い
な
い
。

競
争
で
は
村
に
関
係
な
い
業
者

の
参
入
も
あ
り
、
村
で
一
体
受
託
の

組
織
や
グ
ル
ー
プ
が
必
要
で
は
。

見
直
し
時
に
は
、
府
と
の
協
議

を
第
一
に
、
競
争
入
札
な
ど
に
参
入

で
き
る
対
応
も
必
要
と
考
え
ま
す
。
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雑

感

雑

感

 

雑

感

雑

感

 

雑

感

 

５
月
と
い
え
ば
俳
句
の
世
界
で
は

「
初
夏
」。
―
ふ
い
に
子
の
遊
び
が
変

わ
る
夏
に
入
る
―
と
詠
ま
れ
て
い
る

よ
う
に
、
５
月
は
何
を
す
る
に
し
て

も
爽
や
か
で
日
照
時
間
も
長
く
、
１

年
を
通
じ
て
も
っ
と
も
生
命
感
に
あ

ふ
れ
る
響
き
が
あ
り
ま
す
。

冬
の
間
、
枯
れ
木
に
見
え
て
い
る

樹
木
も
、
自
然
の
恩
恵
を
受
け
、
時

と
し
て
立
ち
止
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
春
に
な
れ
ば
必
ず
芽
吹
い
て

新
し
く
生
れ
変
わ
ろ
う
と
常
に
変
化

を
求
め
て
い
ま
す
。

時
代
と
と
も
に
、
世
の
中
の
考
え

方
や
価
値
観
の
変
化
は
付
き
物
で
す

が
、
変
化
が
あ
っ
て
よ
い
も
の
や
悪

い
も
の
、
中
で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
は
父
母
や
先
生
の
恩
、
自
然
の

目
に
は
見
え
な
い
恵
み
で
す
。

議
会
だ
よ
り
も
マ
ン
ネ
リ
を
さ
け

て
少
し
で
も
読
者
の
皆
様
に
親
し
み

易
い
内
容
と
す
る
た
め
、
工
夫
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
雑
感
に
つ
い
て
も

広
報
編
集
委
員
だ
け
で
な
く
全
議
員

が
執
筆
し
、早
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

次
回
か
ら
は
新
編
集
委
員
に
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
、

ご
指
導
・
ご
愛
読
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｔ
・
Ａ

徳
丸
議
員

野
上
議
員

３
０
９
号
の
信
号
機
設
置
を

３
０
９
号
の
信
号
機
設
置
を

ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
対
策
を

ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
対
策
を

府
道
の

交
通
安
全
対
策
を

府
道
の

交
通
安
全
対
策
を

府
の
金
剛
山
関
連
施
設
は

一
体
管
理
で

府
の
金
剛
山
関
連
施
設
は

一
体
管
理
で

新
型
交
付
税
や
頑
張
る

地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
村
づ
く
り
は

新
型
交
付
税
や
頑
張
る

地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
村
づ
く
り
は
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春
の
地
域
安
全
運
動

消
防
団
員
は
、
消
防
・
防
災
に

関
す
る
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、

火
災
発
生
時
に
お
け
る
消
火
活
動
、

地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た
大
規
模

災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
誘
導
、

災
害
防
ぎ
ょ
活
動
に
従
事
し
、
地

域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
活
動
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
生
活
環
境
の
変
化
に
よ

り
消
防
団
員
の
確
保
が
難
し
く
な

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
の
消

防
力
の
低
下
を
損
な
う
こ
と
な
く

効
率
的
な
組
織
に
再
編
し
、
５
月

１
日
か
ら
、
消
防
団
は
７
分
団
に

な
り
、
分
団
名
も
変
わ
り
ま
す
。

（
旧
）

（
新
）

第
１
分
団

森
屋
分
団

川
野
辺
分
団

第
２
分
団

水
分
分
団

桐
山
分
団

第
３
分
団

二
河
原
辺
分
団

吉
年
分
団

小
吹
分
団

第
５
分
団

中
津
原
分
団

下
東
阪
分
団

上
東
阪
分
団

第
６
分
団

千
早
分
団

第
７
分
団

小
吹
台
分
団

第
８
分
団

府
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
安

全
な
ま
ち
大
阪
」を
確
立
す
る
た
め
、

地
域
住
民
、
自
治
体
、
防
犯
協
会
な

ど
と
連
携
し
て
、
春
の
全
国
地
域
安

全
運
動
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
ひ
っ
た
く
り
、
自
転
車
盗
な
ど
街

頭
犯
罪
の
被
害
防
止

¡

バ
ッ
ク
な
ど
は
車
道
と
反
対
側

に
持
つ

¡

少
し
遠
回
り
と
な
っ
て
も
人
通

り
の
多
い
道
を
通
る

¡
自
転
車
の
前
か
ご
に
は
ひ
っ
た

く
り
防
止
カ
バ
ー
を
利
用
す
る

¡

自
転
車
・
バ
イ
ク
を
止
め
る
と

き
は
必
ず
鍵
を
か
け
、
補
助
錠

も
か
け
ま
し
ょ
う

¡

自
動
車
、
バ
イ
ク
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
に
は
盗
難
防
止
ネ
ジ

を
装
着
し
ま
し
ょ
う

○
空
き
巣
な
ど
住
宅
を
対
象
と
す
る

侵
入
窃
盗
の
被
害
防
止

¡

「
ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」（
侵

入
口
に
は
２
個
以
上
の
施
錠
）

¡

短
時
間
の
外
出
で
も
戸
締
り
を

し
ま
し
ょ
う

¡

隣
近
所
と
一
声
か
け
あ
い
互
助

防
犯
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

○
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
活
動
の

推
進

¡

小
さ
な
子
ど
も
を
外
で
一
人
で

遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う

¡

「
誰
と
、
ど
こ
で
、
何
を
す
る

の
か
」
出
か
け
る
前
に
、
必
ず

子
ど
も
か
ら
聞
き
ま
し
ょ
う

¡

子
ど
も
た
ち
に
５
つ
の
約
束
を

繰
り
返
し
教
え
ま
し
ょ
う

１
　
一
人
で
遊
び
ま
せ
ん
。

２
　
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い

き
ま
せ
ん
。

３
　
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な

っ
た
ら
、
大
声
で
さ
け
び

ま
す
。

４
　
誰
と
ど
こ
で
遊
ぶ
、
い
つ

帰
る
の
か
を
家
の
人
に
言

っ
て
か
ら
出
か
け
ま
す
。

５
　
友
達
が
連
れ
て
行
か
れ
そ

う
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

大
人
に
知
ら
せ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
警
察
署
防
犯
係

1
@5
１
２
３
４

５
月
11
日（
金
）〜
５
月
20
日（
日
）

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

¡

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら

減
速
す
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
は
明
る
い
服

装
に
心
が
け
、
反
射
材
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

¡

飲
酒
運
転
の
根
絶

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら

飲
む
な
」
を
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

「
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
・

さ
せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
家
族
だ
け

で
な
く
友
人
な
ど
に
も
そ
の
実
践
を

呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

¡

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

信
号
や
、
一
時
停
止
な
ど
の
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
通
行
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
横
を
通
行
す
る
と
き
は
、

減
速
し
て
十
分
な
間
隔
を
と
り
ま
し

ょ
う
。

¡

後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

「
面
倒
だ
か
ら
」「
す
ぐ
近
く
だ

か
ら
」
と
い
う
安
易
な
気
持
ち
を
持

た
ず
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

助
手
席
や
後
部
座
席
の
同
乗
者
に

も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

幼
児
を
乗
せ
る
と
き
は
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

¡

め
い
わ
く
駐
車
・
放
置
自
転
車
の

追
放

駐
車
す
る
と
き
は
、
駐
車
場
・
駐

輪
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

桐
山
地
区
で
は
、
伝
統
あ
る
秋
祭

り
を
守
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
太
鼓
の
張
り
替
え
、
だ
ん
じ

り
の
前
幕
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
の
受
託
事
業
収
入
を
財

源
と
す
る
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
受

け
て
購
入
し
ま
し
た
。

日
時

５
月
１
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

ノ
バ
テ
ィ
長
野
南
館
　
３
階

ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル

対
象

い
ず
れ
も
対
象
は
、
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
お
よ
び
登

録
者
証
を
お
持
ち
の
人

内
容

「
体
力
に
あ
わ
せ
た
健
康
運

動
・
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う
」

健
康
運
動
指
導
士

田
中
弘
子

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
保
健
所

1
@3
２
６
８
１

5
@4
７
９
４
０

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

消
防
団
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

宝
く
じ
助
成
事
業

５
月
21
日（
月
）〜
30
日（
水
）

特
定
疾
患
患
者
・
家
族

交
流
会
の
ご
案
内
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５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中
心

と
す
る
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

１
週
間
は
憲
法
週
間
で
す
。

日
本
国
憲
法
は
、
基
本
的
人
権
の

保
障
を
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、「
国
民
は
す
べ

て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら

れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障

す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の

で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
現

在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え
ら
れ

る
。」
と
明
記
し
、「
こ
の
憲
法
が
国

民
に
保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、

国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ

れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、

す
で
に
半
世
紀
余
を
経
過
し
、
人
権

尊
重
の
思
想
は
広
く
国
民
の
間
に
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
際
的
に
も
、
人
権
を
守

ろ
う
と
す
る
気
運
は
、
世
界
人
権
宣

言
の
崇
高
な
理
念
の
現
実
に
向
け
て

大
き
く
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
内
外
で
人

権
保
障
の
気
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

一
方
で
、
我
が
国
に
は
、
今
な
お
部

落
差
別
を
は
じ
め
、
様
々
な
差
別
な

ど
の
人
権
侵
犯
事
象
が
後
を
断
た

ず
、
ま
た
、
社
会
生
活
の
複
雑
化
、

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
私
人

間
の
人
権
侵
犯
事
象
も
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
近
年
、
国
際
化
が

進
む
社
会
の
中
で
、
国
際
的
な
人
権

感
覚
の
養
成
も
必
要
と
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
す
べ
て
が
幸
福
な
生
活

を
営
む
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

憲
法
や
世
界
人
権
宣
言
に
掲
げ
ら
れ

た
人
権
尊
重
の
精
神
を
体
得
し
て
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
理
念
の

実
現
を
目
指
し
て
実
践
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

赤
十
字
募
金

５
月
１
日（
火
）か
ら
６
月
30
日

（
土
）ま
で
「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
」

（
募
金
活
動
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救
護

活
動
を
は
じ
め
国
際
活
動
、
医
療
、

血
液
事
業
、
福
祉
事
業
な
ど
の
幅
広

い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
金
は
、
千
早
赤
阪
村
分
区
（
村

社
会
福
祉
協
議
会
）
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
山
本
正
男
（
二
河
原
辺
１
１
４
）

５
０，

０
０
０
円

亡
母
タ
マ
エ
の
供
養
と
し
て

◎
福
田
幸
之
助
（
千
早
６
３
８
）

５
０，

０
０
０
円

亡
母
カ
ズ
子
の
供
養
と
し
て

◎
森
本
太
一
（
東
阪
１
７
９
―
３
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
母
イ
ワ
ノ
の
供
養
と
し
て

◎
井
ノ
本
武
次
（
千
早
２
５
３
―
１
）

５
０，

０
０
０
円

亡
母
寿
子
の
供
養
と
し
て

◎
千
早
赤
阪
村
ゴ
ル
フ
連
盟

４
９，

７
１
２
円

千
早
赤
阪
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て

◎
匿
名
（
２
件
）

２
２，

１
９
７
円

福
祉
活
動
に

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

憲
法
と
人
権

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

「
差
別
意
識
の
解
消
に
向
け
て

〜
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
〜
」
の

テ
レ
ビ
放
映

同
和
地
区
と
さ
れ
て
き
た
土
地
と

の
関
わ
り
を
避
け
よ
う
と
す
る
忌
避

意
識
は
、今
も
根
強
く
残
り
、し
か
も

多
く
の
人
々
が
差
別
で
あ
る
と
の
認

識
を
持
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
番
組
は
、
同
和
地
区
に
対
す

る
差
別
意
識
の
一
日
で
も
早
い
解
決

に
向
け
て
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る

人
び
と
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。

日
　
時

５
月
７
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

放
送
局

テ
レ
ビ
大
阪

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

き

ひ

千
早
赤
阪
村
は
府
内
最
高
峰
の
金

剛
山
を
擁
し
、
そ
こ
か
ら
の
水
の
恵

み
に
よ
る
豊
か
な
自
然
、
棚
田
の
美

し
い
景
観
、
豊
か
な
農
産
物
な
ど
が

育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
村
観

光
協
会
で
は
、
こ
の
水
の
恵
み
と
金

剛
山
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
「
金
剛

山
・
う
ま
し
水
の
里
　
千
早
赤
阪
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
つ
く
り

ま
し
た
。

こ
の
統
一
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち

出
し
、
観
光
や
村
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
集
客
増
に
つ
な
げ
る
た
め
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

「
金
剛
山
・
う
ま
し
水
の
里
　
千

早
赤
阪
」
に
ふ
さ
わ
し
い
次
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
表
現
し
た
作
品
に
し
て
く

だ
さ
い
。

¡

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
明
確
に
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
も
の
。

¡

シ
ン
プ
ル
で
長
く
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
。

¡

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
、
千
早
赤

阪
村
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち

出
せ
る
も
の
。

応
募
方
法
（
ロ
ゴ
マ
ー
ク
）

¡

Ａ
４
サ
イ
ズ
白
紙

¡

画
材
は
自
由
、
色
数
は
３
色
以
内

（
１
色
刷
り
で
の
使
用
も
考
慮
し

て
く
だ
さ
い
）。

¡

郵
送
、
ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
。

¡

製
作
意
図
を
記
載
。

¡

未
発
表
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限

る
。

¡

応
募
作
品
は
１
人
３
点
以
内
。

¡

作
品
に
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
。

応
募
期
間

５
月
１
日（
火
）〜
31
日（
木
）

※
当
日
消
印
有
効

審
査選

考
委
員
会
で
審
査
し
、
入
賞
作

品
を
決
定
し
ま
す
。

賞
金

最
優
秀
賞
　
１
点
　
５
万
円
　

発
表

７
月
２
日
（
予
定
）

※
受
賞
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他

¡

入
賞
作
品
は
、
千
早
赤
阪
村
観
光

協
会
の
作
成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
印
刷
物
、
看

板
、ノ
ボ
リ
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

¡

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

¡

採
用
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
、
そ

の
他
の
知
的
所
有
権
は
千
早
赤
阪

村
観
光
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
南
河
内
郡
千
早
赤
阪
村
大

字
水
分
１
８
０
番
地

千
早
赤
阪
村
産
業
振
興
課
内

千
早
赤
阪
村
観
光
協
会

「
ロ
ゴ
」
係

1
&2
１
４
４
７
　
5
&2
１
８
８
０

ｅ
メ
ー
ルnorin@

vill.chihayaakasaka.
E

―m
ail
osaka.jp

「
千
早
赤
阪
村
観
光
協
会
」
で
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
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◆
一
般
書

夢
を
与
え
る
　
　
　
　（
綿
矢
り
さ
）

ひ
と
り
日
和
　
　
　
　（
青
山
七
恵
）

四
文
字
の
殺
意
　
　
　（
夏
樹
静
子
）

オ
ニ
が
き
た
　
　
　
　（
大
道
珠
貴
）

ミ
ハ
ス
の
落
日
　
　
　（
貫
井
徳
郎
）

テ
ム
ズ
の
あ
ぶ
く
　
　（
武
谷
牧
子
）

若
く
な
い
日
々
　
　（
藤
堂
志
津
子
）

鈍
感
力
　
　
　
　
　
　（
渡
辺
淳
一
）

ぼ
く
の
手
は
き
み
の
た
め
に

（
市
川
拓
司
）

リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
号
殺
人
事
件

（
ボ
リ
ス
・
ア
ク
ー
ニ
ン
）

◆
児
童
書

お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
る
話

（
日
本
児
童
文
学
者
協
会
編
）

や
さ
い
の
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い

お
お
さ
わ
ぎ
　
　（
さ
く
ら
と
も
こ
）

【
お
は
な
し
会
】

日
時

５
月
９
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所

こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象

幼
児

「
宅
地
防
災
月
間
」

短

歌

コ

ー

ナ

ー

内
　
田
　
あ
き
子

温
も
り
て
若
草
の
色
地
を
覆
ひ
今
や
お
そ
し
と
待
ち
ゐ
ん
桜
花

菊
　
井
　
由
起
子

寒
の
戻
り
の
厳
し
き
朝
を
掛
け
替
え
る
萌
葱
も
淡
き
山
水
の
軸

東
　
條
　
ひ
　
ろ

一
人
子
の
挙
式
を
終
え
て
早
や
三
月
　
メ
ー
ル
の
交
換
楽
し
み
と
な
る

松
　
田
　
美
智
子

瑠
璃
色
の
草
の
実
ひ
と
つ
零
れ
い
る
野
に
放
た
れ
て
柔
き
草
引
く

岡
　
蓁
　
子

地
下
街
を
出
で
て
眩
き
秋
に
遭
う
金
に
か
が
や
く
銀
杏
の
並
木

赤吉

５
月
は
「
宅
地
防
災
月
間
」
で

す
。
宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起

こ
る
と
家
屋
や
家
財
、
と
き
に
は

尊
い
人
命
に
か
か
わ
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
造
成
中
の
急

斜
面
、
無
理
な
積
み
方
を
し
た
石

垣
、風
化
の
著
し
い
崖
面
な
ど
は
、

長
雨
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
思
わ
ぬ

災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

「
宅
地
防
災
月
間
」
は
大
雨
が

予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前
に
、
宅

地
造
成
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ

る
崖
崩
れ
や
土
砂
の
流
出
に
よ
る

災
害
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
宅
地

災
害
を
な
く
そ
う
と
い
う
目
的
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

大
阪
府
で
は
、
こ
の
期
間
中
に

府
内
市
町
村
や
消
防
、
警
察
な
ど

宅
地
防
災
に
関
係
す
る
機
関
と
協

力
し
て
、
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
や
宅

地
防
災
技
術
研
修
会
を
実
施
し
ま

す
。【ご

家
庭
で
も
次
の
点
検
を

お
忘
れ
な
く
】

１．

石
垣
、
よ
う
壁
な
ど
に
亀
裂

な
ど
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、

ま
た
割
れ
目
か
ら
地
下
水
が
し

み
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

２．

石
垣
、
よ
う
壁
な
ど
の
水
抜

き
穴
か
ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出

て
い
ま
す
か
。

３．

地
盤
は
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

４．

排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど

が
つ
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡

大
阪
府
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

建
築
指
導
室
建
築
企
画
課

1
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１

内
線
　
４
３
１
８

¡
村
建
設
課

☆
大
阪
府
消
費
者
フ
ェ
ア
２
０
０
７

（
参
加
無
料
）

日
　
　
時

５
月
18
日（
金
）〜
25
日（
金
）

展
示
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分

展
示
場
所

生
活
情
報
プ
ラ
ザ
（
大
阪

府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

地
下
鉄
（
谷
町
線
）・
京
阪
「
天
満
橋
」

駅
下
車
す
ぐ

▼
５
月
12
日（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時

「
す
す
む
格
差
社
会
を
か
し
こ
く
生
き
る
」

講
師

森
永
卓
郎
（
獨
協
大
学
経
済
学

部
教
授
）

会
場

ク
レ
オ
大
阪
南

定
員

３
０
０
人
（
要
予
約
）

▼
５
月
13
日（
日
）

①
午
後
１
時
〜
　
②
午
後
３
時
〜

「
ト
ラ
ブ
ル
撃
退
！
消
費
者
笑
劇
場
」

出
演

大
阪
大
学
演
劇
部
「
劇
団
ち
ゃ

う
か
ち
ゃ
わ
ん
」

会
場

近
鉄
百
貨
店
あ
べ
の
店
　
９
階

（
こ
も
れ
び
の
広
場
）

▼
５
月
18
日（
金
）
午
後
２
時
〜
４
時

「
発
信
！
な
に
わ
の
消
費
者

団
体
訴
訟
で
新
た
な
一
歩
」

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

会
場

Ｏ
Ｍ
Ｍ
サ
ロ
ン
（
生
活
情
報
ぷ

ら
ざ
向
か
い
）

定
員

１
５
０
人
（
要
予
約
）

内
容

基
調
講
演
・
フ
リ
ー
ト
ー
ク

▼
５
月
19
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

「
い
ま
『
食
』
の
現
場
で
何
が
起
き
て
い

る
の
か
？
」

会
場

Ｏ
Ｍ
Ｍ
サ
ロ
ン
（
生
活
情
報
ぷ

ら
ざ
向
か
い
）

講
師

日
和
佐
　
信
子

定
員

１
５
０
人
（
要
予
約
）

▼
５
月
24
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

手
作
り
教
室
「
新
聞
紙
で
作
る
コ
サ
ー

ジ
ュ
」

会
場

生
活
情
報
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー
室

▼
５
月
25
日（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

「
消
費
者
団
体
に
よ
る
活
動
発
表
」

会
場

生
活
情
報
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー
室

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

（
財
）関
西
消
費
者
協
会

1
06
（
６
９
４
５
）
１
１
０
０

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

〜
み
ん
な
で
築
こ
う
身
近
な
安
全
・
安
心
〜

村地域就労支援センターでは、
働く意欲がありながら、何らか
の就労を妨げる要因を抱えてい
ることで就職が困難な障害者・
母子家庭の母親・中高年齢者・
臨時的な仕事に従事し将来に不
安をお持ちの若年者のために、
地域就労コーディネーターが雇
用・就労に関する相談に応じま
す。
時間 午前９時～午後５時30分

の開庁日
主な内容
¡雇用・就労に関する相談
¡パソコンによる職業適性診断
（興味検査と性格検査）
¡インターネットによる求人情
報検索（就職の斡旋はできま
せん）

¡ハローワーク河内長野の求人
情報の閲覧
※相談を希望する人は、事前に
電話で予約をしてください。
〈申し込み・問い合わせ〉
村地域就労支援センター
（産業振興課内）

地域就労支援センターのご案内
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が ん 検 診 予 約 受 付

新生児訪問（こんにちは赤ちゃん事業）を実施しています

胃 ・ 大 腸 が ん 検 診
月　　日 ５月20日（日）
受　　付 午前９時～11時15分

受診日現在、40歳以上の人対　　象 （39歳以下の人は受診できません）
受診できる回数 年１回
定　　員 各50人

胃－問診・Ｘ線間接撮影内　　容 大腸－問診・便潜血検査
受 診 料 胃－800円・大腸－200円

子　宮　が　ん　検　診
月　　日 ５月11日（金）
受　　付 午後１時15分～３時

受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生ま
れの人（ただし、奇数年生まれでも昨年度対　　象 受診していない人は受診できます）
（19歳以下の人は受診できません）

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 55人
内　　容 問診・内診・子宮頚部細胞診
受 診 料 600円

乳 　 が 　 ん 　 検 　 診
月　　日 ５月11日（金）
受　　付 午後１時15分～３時

受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生ま
れの人（ただし、奇数年生まれでも昨年度
受診していない人は受診できます）
※次の人は検診対象外です
主治医にご相談の上、医療機関で受診し
てください

¡39歳以下の人　
¡妊娠中または妊娠の可能性のある人
¡授乳中の人
¡心臓ペースメーカーを装着している人
¡豊胸術をしている人

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 40人
内　　容 問診・視診・触診・乳房Ｘ線検査
受 診 料 900円

対　　象

場所 保健センター
※受診料は千早赤阪村行財政改革により平成19年４月から
変更となりましたのでご了承ください。
※負担していただく受診料はいずれも検査料金の2割程度
です。当日受付で支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。保健セン
ター福祉係へ事前に申し出てください。）
※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前頃に受診票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。

〈予約・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

春期のがん検診の予約は３月から受け付けており、多数
の申し込みがありました。太字の日程についてはキャンセ
ル待ちで受け付けています。

お母さんが安心して子育てをし、赤ちゃんが健やかに成
長されるように、保健師が家庭訪問をし、育児相談や子育
ての情報提供をさせていただきます。
【訪問内容】
○赤ちゃんの体重・頭囲・胸囲測定や健康状態の確認
○産後の健康状態の確認
○育児に関する不安や悩みの相談
○予防接種・乳幼児健診・赤ちゃん広場ほか、子育てに
関する情報提供

けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

休日診療

健康診査＆相談など

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考
富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

第１・３
午前

一 般 健 康 相 談
水曜日

９時30分 有料・予約制
～10時30分
午前

こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒

第１・３ 午後１時

クラミジア
水曜日 ～２時

血　液　検　査 第１・３ 午前

［肝炎ウイルス］ 水曜日 ９時30分～ 有料・予約制
10時30分

療　育　相　談
午前

5月18日（金）９時30分～ 予約制
11時00分

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり］［

（月曜日が祝日
の時は翌日）

診療科 実施日 時　間 備　　　考
休日診療所　1@81333

住所　富田林市向陽台1－3－38内科・歯科

小　児　科

日曜日・祝日
年末年始

（12月29日～
1月3日）

受付
９：00～11：30

13：00～15：30
富田林病院　1@91121（代表）
住所　富田林市向陽台1－3－36

小児夜間救急医療（365日/午後８時～翌朝８時）富田林消防署125－1122
消防署では、夜間の小児急病診療を行っている当番病院を紹
介し、場合によっては救急車での搬送を行います。

大阪府救急医療情報センター（365日/24時間対応）106（6761）1199
救急車を呼ぶほどではないが適切な医療機関がわからないと
き、各科の診療状況がわかります。

「こどもの救急」ホームページ（http://kodomo-qq.jp/）
夜間や休日などの診療時間外に病院を受診するかどうか判断
する際の参考にしてください。

大阪府小児救急電話相談（365日/午後8時～翌朝8時）106（6765）3650
夜間の子どもの急病時、病院に行ったほうが良いかどうか判
断に迷う時、小児科医の支援体制のもとに看護師や保健師が
相談に応じます。（診断や指示などの医療行為は行いません）

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

な か よ し 広 場
５月１日（火）

午前10時
０歳～幼稚園入

（親と子の交流会）
５月16日（水）

～11時30分
園前の乳幼児と

６月５日（火） 保護者
あかちゃん広場

５月16日（水）
午前10時 ０～１歳ごろま

（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児
４ カ 月 児 午後１時 平成18年12月・
健　康　診　査

５月23日（水）
～１時15分 平成19年１月生

１歳児健康診査
午後１時15分 平成18年
～１時30分 ４・５月生

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ５月22日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後
食事療法が必要

個別健康栄養相談 ５月25日（金）１時30分～
な人、健康のた

（要予約）
め食生活を改善
したい人

保健師による 午前９時30分
健康・育児・介

健 康 相 談
５月11日（金）

～11時30分
護など相談を希
望する人

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き

健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
1
&2
０
０
６
９

【訪問時期】
出生～生後4か月頃
（出生届出時、または電話で訪問時期の希望をお聞きします）
【費用】無料
〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課
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森屋 矢 倉　 知 沙 さん
＜19歳　山羊座＞

ChisaYagura

204

わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

参加者募集中 
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

森屋　にしかわ　りょう くん
（ 西　　川　　　　　 諒　）

平成18年８月７日生まれ
楽しい毎日をありがとう!
諒くん　大好きです!!

父・孝志さん、母・直美さん

森屋　もりやま　まゆ ちゃん
（ 守 山　　 真　 由 ）

平成15年12月18日生まれ
みんなを笑わせるのが大好きな真由ちゃん。
いつも笑顔をありがとう!!

父・正登さん、母・朋江さん

近況は・・・

現在、大阪南医療センター附属大阪南看護学
校に通ってます。
趣味は・・・

友達と遊んだり、買い物をすることです。
夢は・・・

看護師になることです。
最近、楽しいと思ったことは・・・

４月に学校の友達と奈良公園に行ったことで
す。桜がとてもキレイでした。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

自然がいっぱいで星がキレイに見えるところ
が大好きです。
来月号は・・・

幼稚園からの同級生の道籏　史長君です。
道籏君へメッセージを・・・

また遊びましょう ! !

１歳のとき、家族と奈良に旅行に行った
ときの写真です。
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

推薦は「家族」 受章おめでとうございます
●フォトコンテスト● ●村消防団表彰●

災害に備えよう
●吉年地区自主防災訓練●

平成18年度千早赤阪村フォトコンテストの入賞作
品が決定しました。
入賞作品は、５月６日（日）までくすのきホールで、

また、５月８日（火）から18日（金）まで府民センター、
５月23日（水）から６月11日（月）までちはや星と自然
のミュージアムで展示します。
推　薦 「家族」 藤井寺市　宇野清子（写真）
特　選 「ひえの前」 富田林市　上田金五　

「チョット秋色」 田原本町　石田昌伸
準特選 「元気いっぱい」 東大阪市　若松日出夫

「アジサイの咲く頃」 河南町　上田英男
「満開の水仙が丘」 大東市　山下哲也
「想い」 京都市　小崎敏和

ほか入選10点

３月25日、平成18年度大阪府消防表彰式が、府立青
少年会館で開催されました。
表彰式は会場の都合で代表受章であったため、４

月６日に岡本団長から各受章団員に伝達されました。
大阪府知事表彰
表彰旗 千早赤阪村消防団
消防功労章 桐山分団長　　 田　継三

中津原分団長　田中　博
大阪府消防協会会長表彰
功績章 副団長　　　　谷口　三年
精勤章 吉年副分団長　石橋　寿惠夫

森屋分団員　　阪田　剛
水分分団員　　井元　孝
千早分団員　　辻脇　正‡

日本消防協会会長表彰
功績章 森屋分団長　　東條　一幸

３月21日、吉年地区において地震発生を想定した防災訓練が行われ
ました。
訓練は、連絡網による緊急避難指示や、担架による搬送訓練など、

災害時さながらの訓練が行われました。
また、富田林市消防本部千早赤阪分署による初期消火訓練や心肺蘇

生法訓練、大阪府南河内地域防災室による家庭で取り組む防災対策な
どの講習が行われ、参加した住民の皆さんは、真剣な表情で改めて、
災害に対する心構えを確認していました。

海上自衛隊潜水艦救難艦「ちはや」
海上自衛隊の潜水艦救難艦「ちはや」（田
中太彦艦長、乗員123名）が堺泉北港へ初入
港しました。
艦名の「ちはや」は、楠木正成が築いた

「千早城」に由来しています。このため４月
11･12日に田中艦長以下、乗員が村立郷土資
料館や千早城跡などで研修を行ないました。

t
表
敬
訪
問
さ
れ
た

田
中
艦
長



～米づくりを体験し、農空間を

遊ぼう！発見しよう！～

開催日（全４回）
①６月９日（土）予備日10日（日）
②８月２日（木）［雨天決行］
③10月13日（土）予備日14日（日）
④12月９日（日）

※説明会５月27日（日）
内　容 米づくり体験および水田周辺

での自然体験活動
対　象 南河内地域の小学生30人

（全４回参加可能な人）
参加費 2,000円（全４回分）
場　所 富田林市東條地区の水田周辺
応募方法

封書かｅメール、５月11日（金）必着。
電話での応募は不可。応募者多数の場
合は、抽選
○封書の場合　参加者の氏名（フリガ
ナ）、住所、小学校名、学年、性別、
保護者の氏名、電話番号を記入のう
え返信用切手80円分を同封し、下記
応募先まで
○ｅメールの場合　詳細は下記ホーム
ページに掲載
実施主体 大阪府南河内農とみどりの

探検隊サポーターの会
協　力 ＪＡ大阪南　東條支店（青壮

年部）、富田林市
〈応募・問い合わせ〉

¡〒584-0031
富田林市寿町２－６－１　
南河内府民センタービル内
大阪府南河内農と緑の総合事務所
農とみどりの探検隊
サポーターの会　事務局宛

¡ホームページ
ht tp : / /www1 . odn .ne . j p / a fn .
minamikawach /
1@51131㈹ 内線211

「子育てにしんどさを感じている」
「気がつけば子どもをたたいている」
「子どもを無視してしまう」「このまま
ではどうなってしまうのかとても不

安」など子育ての悩みはありませんか。
語り合いを中心に支えあうグループで
す。ぜひ参加ください。
日時　６月８日から８月３日までと８

月17日から9月14日までの毎週
金曜日、12月７日、平成20年３
月７日の金曜日、全16回の予定。
いずれも午前10時から午後０時
30分

定員 10人（事前の申し込みが必要）
費用　無料（テキスト代実費）
※保育無料（事前の申し込みが必要）
〈申し込み・問い合わせ〉

富田林市人権協議会
1@43700 5@55952

募　　集

５月から村立保健センターで週２～
３回程度、各種検診などの勤務のでき
る人を募集します
資格　保健師か看護師の資格を持つ人
で基本的なパソコン操作のできる人

勤務時間　午前９時～午後５時
雇用期間　平成19年５・６月～

平成20年３月末
賃金形態　日給
応募　５月９日（水）までに履歴書（市

販）を健康福祉課（保健センタ
ー）へ持参または郵送

〈応募・問い合わせ〉

健康福祉課　1&20069

楠公史跡保存会では、「金剛山の里
の自然と歴史を次の世代へ」をスロー
ガンに年間を通じて美化・清掃、整備
を行うなど景観の向上に努めていま
す。会員と一緒にお手伝いいただける
ボランティアを募集しています。
日時 ５月27日（日）午前８時～正午頃
集合場所 奉建塔（二河原辺）
対象 どなたでも参加できます
用意するもの 草刈り用具など持参く

ださい。
〈申し込み・問い合わせ〉

6千早赤阪楠公史跡保存会
1&21588
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お知らせ

農とみどりの探検隊開催要領

子育てに苦しさを感じて
いる人のためのグループ
ミーティング参加者

アルバイト保健師・
看護師

草刈り・清掃ボランティア

クラブチーム・クラブ会員
村体育協会加盟の各団体では、クラ

ブチーム・クラブ会員を募集していま
す。あなたも健康維持・増進のため、
また仲間づくりのために一緒にスポー

ツを楽しみませんか。
※詳細（対象・活動時間・大会日程な
ど）については、各連盟・クラブに問
い合わせください。

連盟・クラブ名 活動場所 活動日など 問い合わせ
軟 式 野 球 連 盟 村　民　運　動　場 大会など 加藤　　明　1&20995

ソ フ ト ボ ー ル 連 盟 村　民　運　動　場 大会など 植野　敏昭　1&21243

ゲ ー ト ボ ー ル 連 盟 村　民　運　動　場 大会など 大橋　健治　1&20710

テ　ニ　ス　連　盟 村立テニスコート 土・日曜日 瓦谷　義弘　1&27644

ゴ　ル　フ　連　盟 グロワールゴルフクラブ 大会など 仲野　直實　1&20040

バ レ ー ボ ー ル 連 盟 海 洋 セ ン タ ー 日曜日 武部　克正　1&21472

空 手 道 ク ラ ブ
海 洋 セ ン タ ー 土曜日 横山登貴雄　1&03003
小 吹 台 小 学 校 日曜日

少 林 寺 拳 法 ク ラ ブ 海 洋 セ ン タ ー 火・金曜日 東　　省三　1@36175

卓　球　ク　ラ　ブ 海 洋 セ ン タ ー 土曜日 福留　敏郎　1&27335

少年野球スポーツ少年団
村　民　運　動　場 土曜日 山形　研介　1&21372

小 吹 台 小 学 校 土・日曜日 大西　昭彦　1&21773

少年サッカークラブ 村 民 運 動 場 ほ か 土・日曜日 田中　伸義　1&27387

リ ズ ム 体 操 海 洋 セ ン タ ー 水曜日 山上　孝代　1&27023

エアロビクス 海 洋 セ ン タ ー 火・木曜日 小林真由美　1&27375

海 洋 セ ン タ ー 火曜日
小 吹 台 小 学 校 水曜日 谷　　尚美　1&20729

３　Ｂ　体　操 いきいきサロンくすのき 月曜日
海 洋 セ ン タ ー 金曜日
いきいきサロンやまゆり 水曜日 瀬戸　葉子　1&21279

体

操

連

盟
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お知らせ

平
成
19
年
度
第
１
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介
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険
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の
第
２
期
（
５
月
分
）
の
納
期
限
は
、
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成
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年
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介
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●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

害者、戦傷病者、知的障害者および精
神障害者の人が日常生活を営むうえで
不可欠な自動車について、減免の制度
があります。詳しくは、南河内府税事
務所まで問い合わせのうえ、５月31日
（木）までに申請してください。
〈問い合わせ〉

大阪府南河内府税事務所管理課
1@51131

身体や精神に障害があり、歩行が困
難な人で、平成19年度軽自動車税の減
免を申請される場合は、５月24日（木）
までに印鑑、運転免許証、納付書、車
検証、身体障害者手帳、療育手帳、戦
傷病者手帳および精神障害者保健福祉
手帳などを持参し、税務課で手続きを
してください。
申請は毎年していただくものですの

で、平成18年度に減免されている人も
忘れずに申請の手続きをしてください。
なお、減免が適用されるのは、対象

者一人につき１台となりますので、す
でに普通車など減免を受けている人
は、減免の対象になりません。
〈問い合わせ〉税務課

国 民 年 金

インターネットでご自身の年金加入
記録をいつでも閲覧できる「年金個人
情報提供サービス」が利用できます
（ユーザーＩＤ・パスワードを取得す
る必要があります）。

これまでの年金加入期間について、
以下の記録を確認頂けます。
①これまで加入されている公的年金制
度の加入履歴（加入制度、事業所名
称、資格取得・喪失年月日、加入月
数等）
②国民年金の保険料納付状況
③厚生年金・船員保険の標準報酬月額、
標準賞与額など
※提供する年金加入記録は毎月１回更
新します。
社会保険庁ホームページ（http://ww

w.sia.go.jp/）から24時間いつでも確認、
申し込みができます。申し込みには、
基礎年金番号が必要となりますので、
年金手帳または基礎年金番号通知書を
ご用意ください。
〈問い合わせ〉

大阪社会保険事務局年金部
106（6268）9335㈹

福　　祉

平成19年４月から児童手当法が改正
され、３歳未満の乳幼児の養育者に対
する児童手当の額を、第１子および第
２子について倍増し、出生順位にかか
わらず一律、月額５千円から１万円と
なります。
※この改正では、受給者から特段の手
続きを行う必要はありません。
（例）平成19年４月に１歳となる児童

の支給額
６月支給額２月分（５千円）

３月分（５千円）
４月分（１万円）
５月分（１万円）計３万円

税

税金は納期限内に次の場所で納付し
ていただくようお願いします。
りそな・三菱東京ＵＦＪ・三井住友・
南都・近畿大阪・関西アーバン・大阪
南農業協同組合・郵便局・役場・小吹
台連絡所
口座振替により納付されている場合
の引き落とし日は５月31日（木）です。
通帳残高の確認をお願いします。車検
に必要な納税証明書は、納税通知書と
一連になっていますので、納付済の領
収書があれば、そのまま証明書として
使用できます。ただし、前年度までの
軽自動車税が未納の場合は使用できま
せん。
〈問い合わせ〉税務課

平成19年度自動車税の納期限は５月
31日（木）です。納税通知書は５月10日
（木）に送付しますので、金融機関・府
内の郵便局・コンビニエンスストア
で、納期限までに納めてください。
車検のとき必要な納税証明書は、納
税通知書と一連になっていますので、
納付済の領収印があれば、そのまま証
明書として使用できます。
ただし、前年度までの自動車税が未
納の場合、または、検査有効期限が平
成20年５月31日（土）以降の場合は使用
できなくなっています。
なお、一定の要件に該当する身体障

固定資産税（第１期分）
軽自動車税の納付は
５月31日まで

自動車税の納付・減免
制度のお知らせ

軽自動車税の減免申請は
５月24日までに

年金加入記録提供
サービスのお知らせ

児童手当制度が拡充
されました
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10月支給額６月分（１万円）
７月分（１万円）
８月分（１万円）
９月分（１万円）計４万円

児童手当の申請

児童手当は、小学６年生までの児童
を養育している人に支給されます。
６月から所得制限が平成18年中の所
得に切り替わります。今まで所得制限
により受給できなかった人でも、所得
や控除、扶養人数に変動があれば受給
できる場合があります。受給できると
思われる人は、問い合わせのうえ、５
月中に申請してください。
前年の所得が一定額以上の場合は支
給されません。
現在受給している人は申請の必要は
ありません。
児童手当の額（月額）

３歳未満の児童　一律１万円
３歳以上の児童
¡第１子　　　　　　５千円
¡第２子　　　　　　５千円
¡第３子以降　　　　１万円
認定請求に必要なもの

¡印鑑
¡請求者の銀行または農協などの口座
番号（郵便局は不可）

¡請求者本人の健康保険証の写し（サ
ラリーマンで厚生年金などに加入し
ている人のみ）

¡その他必要に応じて、提出する書類
があります。

〈問い合わせ〉健康福祉課

旧軍人等で恩給などを受けていない
恩給欠格者、戦後、ソ連やモンゴルに
強制抑留された人、終戦に伴い本邦以
外の地域から引き揚げてこられた人に、
あらためて慰藉の念を表すため、内閣
総理大臣名の『特別慰労品』を贈呈し
ています。
過去に内閣総理大臣の書状などを受
けた人、書状などの請求をしなかった
人も対象です。
請求書は、保健センター内健康福祉
課の窓口に置いてあります。
〈請求・問い合わせ〉

独立行政法人平和祈念事業特別基金
70120（234）933

ホームページ　http:www.heiwa.go.jp

建　　築

村では、従来より住宅の耐震化促進
のため耐震診断補助に対する補助制度
を実施していましたが、今年度から木
造一戸建住宅に対する耐震診断補助金
額を引き上げ、自己負担額の軽減を図
ることとなりました。
対象建築物　木造住宅
補助の内容　耐震診断費用の９／10の

額または45,000円のいず
れか低い額

¡昭和56年５月31日以前に建てられた
建築物

¡昭和56年６月１日から平成７年３月
30日までの間に建築された建築物
（ただし、建築基準法第６条第１項
の規定による建築主事の確認を受け
て建築されたものを除く。）
補助対象者　建築物の所有者
注 意 事 項　一定の要件がありますの

で、耐震診断を行う前に
必ず問い合わせください。

〈問い合わせ〉建設課

相　　談

人権問題で悩んでいませんか。人権
擁護委員と村人権相談員があなたの相
談に応じます。当日都合の悪い人は、
近くの人権擁護委員に直接ご相談くだ
さい。
相談についての秘密は、厳守します。
日時 ５月９日（水）・６月１日（金）

午後１時30分～３時30分
場所 いきいきサロンくすのき相談室
※６月１日の「人権擁護委員の日」に
あわせて全国一斉の特設人権相談も行
ないます。
人権擁護委員

¡田中鈴代（小吹68―889）
1&27387

¡西浦玲子（吉年260）

1&20382

¡田村　登（二河原辺36―５）
1&21425

〈問い合わせ〉住民課

私たちは、常に何らかのストレスを
受けています。このストレスによって
生じる心の病などは決して特別なもの
ではありません。しかし、その治療に
は、症状と本人のことをよく知る必要
があり、診察時間が長くかかります。
十分な診察時間の確保と待ち時間を
短縮するため、こころの病に限定した
診療時間を設けました。
眠れない日が続く、憂うつ感がなか
なか抜けない、ささいなことがどうし
ても気になる、そんな症状に悩まれて
いる人は一度ご相談ください。
診療日時 毎週月曜日　午後１時～４

時（予約制）
〈問い合わせ〉

村国保診療所　1&20038

６月１日、商業統計調査が全国一斉
に行われます。卸売業、小売業を営む
すべての事業所が対象になります。
ご協力をお願いします。
〈問い合わせ〉秘書政策課

催　　し

日時 ５月19日（土）
午後１時30分～３時

場所 村立郷土資料館
２階研修室

講師 伏井猛朗　氏
定員 40人（電話受付）
費用 500円（入館料含む）
〈申し込み・問い合わせ〉

千早赤阪村立郷土資料館
1&21588

恩給欠格者、戦後強制
抑留、引揚者の皆様へ

耐震診断補助制度について

特設人権相談開設

こころの相談室を
始めました

「太平記に学ぶ」

商業統計調査に
ご協力を
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相 　 　 談

５月17日（木）
６月７日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

６月７日（木）児　　童

５月17日（木）行　　政

毎日（土日祝、年末年始を除く）
時間　午前９時～午後５時
場所　住民課
※事前に電話で予約してください。

人　　権

千早、東阪、小吹
中津原、森屋

川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

５月１日（火）
４日（金）・８日（火）
11日（金）・15日（火）
18日（金）・22日（火）
25日（金）・29日（火）
６月１日（金）

５月17日（木）

５月23日（水）

５月15日（火）予定

５月30日（水）予定

５月31日（木）予定

５月10日（木）
24日（木）

５月２日（水）
６月６日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,622人（－31）

男　　3,152人（－15）

女　　3,470人（－16）

世帯数　2,332戸（＋１）

３月末日現在、（ ）は対前月比 広報４月号の「千早赤阪村の明日を考える」の「村税および地方交付税

の推移（グラフ）」に誤りがありました。お詫びして次のように訂正します。

村税および地方交付税の推移（グラフ）の凡例の訂正

誤） 村税　　　　　　地方交付税

正） 村税　　　　　　地方交付税

お詫びと訂正

月　　日 イ　ベ　ン　ト 内　　　　　　容
金剛山で拾った小枝や木の実でクラフトしよう！

３日（祝） 森のクラフト
服装 作業しやすく、汚れてもよい服装
時間　午後１時～２時30分
定員 15人　　費用 300円

４日（祝）
春風にまわる風車 時間　午前10時～正午
をつくろう 定員 60人　　費用 無料

空に舞うペーパー 時間　午前10時～正午
クラフトを作ろう 定員 60人　　費用 無料

春の夜空では、北斗七星からおとめ座まで続く

５日（祝）
大きな星のカーブが望めます。西の空には土星

新緑の森の星空 も見えて、星空はとてもにぎやかです。

観察会 持ち物・服装 懐中電灯、上着、あれば星座早見盤
時間　午後７時30分～９時
定員 30人　　費用 400円
※要宿泊（宿泊費用別途）

キャンプクラフト 時間①午後１時～２時
をつくろう ②午後２時～３時　　

12日（土） おさんぽガイド 定員 各回15人　　費用 無料

楽しい植物勉強会 時間　午前９時30分～　　費用 200円

北斗七星からおとめ座に続く星たちが春の夜空
に曲線を描きます。また、西の空に土星もみえま

春の夜空に輝く星
す。望遠鏡越しの土星はどんな風にみえるかな？

19日（土）
のカーブをみよう

持ち物・服装 懐中電灯、上着、あれば星座早見盤
時間　午後７時～９時
定員 30人　　費用 400円
※要宿泊（宿泊費用別途）

初心者のための野鳥観察入門。南国から金剛山
に帰ってきた夏鳥たちの、恋のさえずりを聴き
に行ってみよう！

20日（日）
金剛山の夏鳥を探

持ち物・服装　飲み物、雨具、あれば図鑑と双眼しに行こう！
鏡（レンタルもできます）、歩きやすい靴と服装
時間　午前９時30分～午後１時
定員 30人　　費用 300円

すがすがしい金剛山の空気の中、さわやかな風
と野鳥たちの声を楽しみながら散策してみませ

27日（日） 金剛山野鳥観察会
んか？
持ち物・服装　昼食、飲物、雨具、あれば図鑑
と双眼鏡、歩きやすい靴と服装
時間　午前９時20分～　　費用 100円

～ ちはや星と自然のミュージアム　イベント情報 ～

５
　
　
　
　
月

〈問い合わせ〉¡ちはや星と自然のミュージアム1&40056

¡村営宿泊施設「香楠荘」1&40321

ガイドウォーク ～ちはや園地の自然とふれあう ミニ・ツアー～
毎月 第1・第2・第4 日曜日　11：00、13：00 スタート
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